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学会第 47 回大会；2015 Oct 9；横浜． 
33) 北島 勲．蛍光相関分光法による転写因子 NF-κB のハイスループット定量法開発とその臨床応用．鹿児島大学血管
代謝病態セミナー；2015 Oct 13；鹿児島． 
34) 仁井見英樹．Melting Temperature (Tm) mapping 法：検体採取後３時間以内での敗血症起炎菌迅速同定法．第 58 回日
本感染症学会中日本地方会学術集会；2015 Oct 16；奈良． 
35) 島 京子．輸血に関わる看護師の役割と活動（セミナー）．第 22 回日本輸血・細胞治療学会秋季シンポジウム；2015 
Oct 23；軽井沢． 
36) 上野智浩，仁井見英樹，北島 勲．eukayote-made Taq polymerase を用いた迅速・高感度・正確な子宮内感染症起炎
菌検出法の構築．第 55 回臨床化学年次学術集会；2015 Oct 30；大阪． 
37) 安村 敏，島 京子，道野淳子，富山隆介，中出祥代，佐竹伊津子，北島 勲．当院における自己血輸血の現状と
課題．第 33 回日本輸血・細胞治療学会北陸支部例会(シンポジウム)；2015 Nov 7；富山． 
38) 島 京子，安村 敏，道野淳子，富山隆介，中出祥代，佐竹伊津子，北島 勲．自己血輸血における看護師の役割
および問題点．第 33 回日本輸血・細胞治療学会北陸支部例会(シンポジウム)；2015 Nov 7；富山． 
39) 佐竹伊津子，安村 敏，富山隆介，中出祥代，道野淳子，島 京子，北島 勲．当院における自己抗体保有患者へ
の対応．第 33 回日本輸血・細胞治療学会北陸支部例会；2015 Nov 7；富山． 
40) 富山隆介*，安村 敏，佐竹伊津子，中出祥代，道野淳子，島 京子，北島 勲．輸血後に呼吸不全が出現し，TACO
が疑われた症例．第 33 回日本輸血・細胞治療学会北陸支部例会；2015 Nov 7；富山． 
41) 道野淳子，安村 敏，富山隆介，中出祥代，佐竹伊津子，島 京子，北島 勲．当院における多血小板血漿（PRP）
療法に対する当部署での技術協力．第 33 回日本輸血・細胞治療学会北陸支部例会；2015 Nov 7；富山． 
42) 長田巧平，田尻和人，河合健吾，宮園卓宜，峯村正実，安村 敏，高原照美，三輪重治，杉山敏郎．黄疸が遷延し
た薬物性肝障害の 1 例．日本消化器病学会北陸支部第 121 回例会；2015 Nov 8；金沢． 
43) 北島 勲．血液凝固学からみた Xa 阻害薬の有用性．抗凝固薬の適正使用を考える会；2015 Nov 18；富山． 
44) 北島 勲．非ビタミン K 経口抗凝固薬（NOAC）の薬理作用と臨床検査．臨床検査医学 Catch up セミナー，第 62
回日本臨床検査医学会学術集会；2015 Nov 20；岐阜． 
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45) 上野智浩，仁井見英樹，米田徳子，米田 哲，森 正之，多葉田誉，南 洋，齋藤 滋，北島 勲．eukaryote-made 
Taq polymerase を用いた迅速で正確な子宮内感染症起炎菌の検出と切迫早産に及ぼす影響．第 62 回日本臨床検査医
学会学術集会；2015 Nov 20；岐阜． 
46) 野手良剛，三村泰彦，鳴河宗聡，山本善裕，北島 勲．当院における MRSA の分離状況と薬剤感受性の推移．第 62
回日本臨床検査医学会学術集会；2015 Nov 20；岐阜． 
47) 峯村正実，田尻和人，河合健吾，島田清太郎，高木宏明，安村 敏，高原照美，杉山敏郎．B 型慢性肝炎に対する
Peg-IFNα2a 投与症例の検討．第 41 回日本肝臓学会西部会；2015 Dec 3-4；名古屋． 
48) 田尻和人，河合健吾，峯村正実，安村 敏，高原照美，杉山敏郎．Elastography を用いた肝線維化評価の有用性の検
討．第 41 回日本肝臓学会西部会；2015 Dec 3-4；名古屋． 
49) 北島 勲．血液凝固学からみた経口抗凝固薬の薬理作用．CVMW2015 心血管代謝，第 23 回日本血管生物医学会学
術集会，第 19 回日本心血管内分泌学術総会，第 32 回国際心臓研究会日本部会，第 37 回心筋生検研究会連合セミナ
ー；2015 Dec 11；神戸． 
 
◆ その他 
1)  北島 勲．抗 VWF 自己抗体検出のためのイムノクロマト法に用いる抗原と特異抗体の検索．厚生労働科学研究難
治性疾患等実用化研究事業班会議（一瀬班）；2015 Jan 25；東京． 
2)  仁井見英樹．遺伝子検査ビジネス 検査技術の現状と問題点．臨床化学．2015 Jan；44(1)：76． 
3)  安村 敏．アルブミン治療のエビデンス解析と使用指針策定について．第 18 回福岡県輸血合同委員会；2015 Jan 30；
福岡． 
4)  松井祥子，高倉一恵，野口寿恵，北島 勲．大学生における麻疹・風疹抗体価の推移．学園の臨床研究．2015 Mar；
14：1-4． 
5)  牧野茂義，松下 正，米村雄士，安村 敏，紀野修一，河野武弘，田中朝志，松本雅則，脇坂明美，日本輸血・細
胞治療学会ガイドライン委員会アルブミン製剤の使用指針策定に関するタスクフォース．科学的根拠に基づいたア
ルブミン製剤の使用ガイドライン（2015 年 6 月 1 日第 1 版）．日本輸血細胞治療学会誌．2015 Jun；61(3)：巻末 3-22. 
6)  松下 正，松本雅則，宮田茂樹，羽藤高明，紀野修一，安村 敏，岡崎 仁．科学的根拠に基づく輸血ガイドライ
ンの策定等に関する研究 平成 26 年度総括・分担研究報告書 厚生労働科学研究費補助金医薬品・医療機器等レギュ
ラトリーサイエンス総合研究事業．名古屋：松下 正；2015．78p． 
7)  安村 敏．アルブミン治療のエビデンス解析と使用指針策定について．第 18 回福岡県輸血合同委員会報告書．2015 
Mar：23-44． 
8)  安村 敏．輸血療法の考え方と内科の輸血．第 14 回学会認定・自己血輸血看護師制度合同研修会；2015 Mar 6；東
京． 
9)  安村 敏．輸血をめぐる最近の話題．済生会富山病院輸血療法研修会；2015 Mar 17；富山. 
10)  安村 敏．アルブミン治療のエビデンス解析と使用指針策定について．血漿分画製剤フォーラム；2015 Mar 26；名
古屋． 
11)  北島 勲．診療参加型臨床実習実施ガイドライン診療参加型臨床実習における医療安全．第 1 回富山大学附属病院
医療安全講習会；2015 Apr 23；富山． 
12)  安村 敏．インターフェロンフリーの C 型肝炎治療 間近に迫った HCV の撲滅．第 29 回肝寿会講演会；2015 Apr 25;
富山. 
13)  安村 敏．アルブミン治療のエビデンス解析と使用指針策定について．第 1 回急性期輸液管理研究会；2015 Aug 1；
東京． 
14)  仁井見英樹．CHIPS 法（遺伝子変異スクリーニング法）は遺伝子検査の簡便化・低コスト化に役立つ．臨床化学．
2015 Oct；44(4)：326． 
15)  北島 勲．R-CPC 初級レベル．平成 26 年度検査説明・相談ができる臨床検査技師育成講習会；2015 Mar 15；富山． 
16)  原田健右．検査説明の実際、初級レベル．平成 26 年度検査説明・相談ができる臨床検査技師育成講習会；2015 Mar 
15；富山． 
17)  北島 勲．R-CPC〈初級レベル〉．平成 27 年度検査説明・相談ができる臨床検査技師育成講習会；2015 Oct 25；富
山． 
18)  原田健右．検査説明の実際〈初級レベル〉．平成 27 年度検査説明・相談ができる臨床検査技師育成講習会；2015 Oct 
25；富山． 
附属病院
− 307 −
19)  北島 勲．臨床検査精度管理の重要性を再確認しましょう．臨床検査精度管理調査報告書．2015；27：1． 
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